
令和５年度成田市学力調査の結果について【小学６年生】 

                         １ 各教科の平均正答率 

  

  

 

 

 

  

※本調査における全国(国)とは、国内の全小中学校のうち、本市と同じ問題を実施した児童生徒の平均正答率を示します。 

２ 教科ごとの状況 

（１）国語（全国の正答率を５０とした相対値）   【全国と比較し、概ね良好な結果が見られた出題例】 

   
 

 
 
 
 

【全国と比較し、課題が見られた出題例】 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２）算数（全国の正答率を５０とした相対値）   【全国と比較し、概ね良好な結果が見られた出題例】 

 
 
 
 
 
 
 

【全国と比較し、課題が見られた出題例】 
 
 
 
 

 

 

 

 

番号 出  題  内  容 市(％) 国(％) 
１ 

（１） 
話の内容を捉えている。＜インタビ
ューの内容を聞き取る＞ 

96.2 93.9 

４ 
（１） 

登場人物の心情について、描写を
基に捉えている。＜物語の内容を読み取る＞ 

77.6 76.1 

番号 出  題  内  容 市(％) 国(％) 
３ 

（５） 
文と文との接続の関係を理解して
いる。＜言葉の学習＞ 

59.0 73.1 

７ 

指定された長さで文章を書いている。 65.2 74.7 

段落の役割について理解し、２段落構
成で文章を書いている。 

61.3 70.7 

自分の意見とその理由を明確にして書
いている。 

76.0 81.9 

予想される反論とそれに対する意見を
書いている。＜文章を書く＞ 

40.9 49.0 

番号 出  題  内  容 市(％) 国(％) 

５ 
（１） 

分数の除法の問題にあった図を
選ぶことができる。 
＜分数のかけ算・わり算＞ 

85.8 80.5 

７ 
文字を使った式が表す場面を選んでい
る。＜文字と式＞ 76.1 72.3 

番号 出  題  内  容 市(％) 国(％) 
１３ 
（１） 

等しい比について理解してい
る。＜比と比の値＞ 

60.4 68.4 

１４ 
（２） 

分数のわり算を、被除数と除数に同じ
数をかけて、整数のわり算にして計算
する方法を説明している。 
＜分数のかけ算・わり算＞ 

17.5 19.8 

【国語・力を入れたい学習】 

文と文との関係を考えて、適切なつなぎ言葉をつかえるように、つなぐ言葉の種類を確認しておきましょう。 
また、文章を書く活動では、自分の意見に対する反論を予想し、対応する意見をもつことを意識しましょう。 

 

 

 

【成田市学力調査・実施概要】 

１ 実施日 令和５年１２月６日・７日 

２ 実施教科 国語、算数、理科、社会 

 なお、本調査の結果については、児童生徒が身

に付けるべき学力の一部分であることに留意願

います。 

【算数・力を入れたい学習】 
「わられる数とわる数に同じ数をかけても商は変わらない」というわり算の性質は、算数・数学の様々な

場面で活用されます。また、数学では「きまり」を根拠に新しい性質を見つける学習もします。家庭学習等
で、学習内容を他の場合に当てはめて、ぜひ「活用する力」を高めましょう。 
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（３）理科（全国の正答率を５０とした相対値）    

【全国と比較し、概ね良好な結果が見られた出題例】 

 
 
 
 
  
 

 
 
 

【全国と比較し、課題が見られた出題例】 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）社会（全国の正答率を５０とした相対値） 

【全国と比較し、概ね良好な結果が見られた出題例】 
 
 
 
 
 
  

 
 
【全国と比較し、課題が見られた出題例】 

 
 
  

 

 

 

 

 

 

番号 出  題  内  容 市(％) 国(％) 

１ 

（３） 

ろうそくが燃えた後に体積が

増える気体を理解している。 

＜物の燃え方＞ 

92.5 86.8 

３ 

（２） 

えらのはたらきについて理解

している。 

＜動物のからだのつくりとはたらき＞ 

92.2 89.5 

番号 出  題  内  容 市(％) 国(％) 

５ 

（２） 

蒸散について理解している。 

＜植物のつくりとはたらき＞ 
53.5 61.0 

９ 

（３） 

れき、砂、どろの積もり方を指

摘できる。 

＜大地のつくりと変化＞ 

28.3 42.4 

番号 出  題  内  容 市(％) 国(％) 

１ 

（2） 

天皇の地位について理解してい

る。＜大昔のくらし＞ 
72.6 64.1 

７ 

（４） 

江戸幕府の大名統制について、

資料を読み取っている。 

＜江戸幕府＞ 

74.4 63.4 

番号 出  題  内  容 市(％) 国(％) 

４ 

（４） 

奈良の平城京について理解して

いる。＜天皇中心の国づくり＞ 
23.6 21.7 

６ 

（３） 

室町文化の理解をもとに、資料

を判断している。 

＜今に伝わる室町文化＞ 

67.3 72.5 

【社会・力を入れたい学習】  

政治の学習は、基本的な政治の仕組みについて理解しましょう。歴史の学習は、登場人物が行った

政策や、どんな国づくりを目指したかなど、その背景について理解しましょう。また、東アジアとの

交流により大きな影響を受けた政治、生活、文化についても自分の力でまとめてみましょう。 

 

【理科・力を入れたい学習】 

 実験の流れを振り返りましょう。９（３）では、水を 1回だけ流した場合の結果を選んでしまう間違い

が多くありました。1 回流した後に、さらにもう 1 回流すとどうなるか、まとめ直してみましょう。 
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